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３ 農業生産法人が農地を買ったり借りたりする場合の記入例 

① まず、申請書の１枚目から記入します。 

 

農地法第３条第１項の規定による許可申請書 

平成○○年○○月○○日 

 豊富町農業委員会会長 様 

譲渡人（貸主）住    所 ○○市○○町○○番地 

職  業 農業 

                      氏  名 ○○ ○○       ㊞ 

生年月日 昭和○○年○○月○○日 

譲受人（借主）住   所 ○○市××町××番地 

職   業 農産物の生産・販売 

氏  名 株式会社 ×× 

代表 ×× ××    ㊞ 

生年月日              

法人の場合は、主たる事務所の所在地、 

業務の内容、名称及び代表者の氏名 

農地（採草放牧地）について、所有権（地上権、永小作権、質権、使用貸借による権利、

賃借権、経営委託による権利その他の使用及び収益を目的とする権利）の移転（設定）の 

許可を受けたいので、農地法第３条第１項の規定により、次のとおり申請します。 

記 

１ 許可を受けようとする土地の表示及びその状況 

地  目 
所 有 権 以 外 の 使 

用 収 益 権 が 設 定 

さ れ て い る 場 合 
所 在 地  番 

登記簿 現況 

面  積 

(㎡) 

所有者の氏名又は名称 

現所有者が登記簿 

 と異なる場合には、 

その氏名又は名称 

権利者の氏
名又は名称

権 利 の
種 類

○○市 

○○町 
×番地１ 田 田 3,000

○○ ○○ 

〔      〕 
  

○○市 

○○町 
×番地２ 田 田 2,500

○○ ○○ 

〔      〕 
  

田 5,500

畑 

農地計 5,500
 計 

採草放牧地  
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２ 権利を移転（設定）しようとする理由 

 (１)  譲渡人（貸主） 経営規模の縮小 

 (２)  譲受人（借主） 経営規模の拡大 

３ 権利を移転（設定）しようとする契約の内容 

  

 

 

 

注 資金調達の方法が、農業経営基盤強化資金ほか制度資金の借入れによる場合は、その 

の資金名及び借入予定額を記載すること。また、賃貸借契約の場合には、その他の欄に

契約期間を記載すること。 

 

４ 権利を取得しようとする者又はその世帯員等（住居及び生計を一にする親族（療養、就

学等により一時的に住居又は生計を異にしている親族を含む。）並びに当該親族の行う耕

作又は養畜の事業に従事するその他の２親等内の親族をいう。以下同じ。）が、現に所有

し、又は使用収益権を有する経営地の状況（農地法第３条第２項第１号・第５号関係） 

 

 

 
  農地面積 (㎡) 田 畑 樹園地 

採草放牧地 

面積   (㎡)

自 作 地 ①２０，０００ － ２０，０００ － ②  － 

貸 付 地 － － － － － 

 
地  目 

 所 在 地 番 

登記簿 現況 

面  積 

(㎡)
状況・理由 

所 

有 

地 

㕖耕作地 － － － － － － 

 
 農地面積 (㎡) 田 畑 樹園地 

採草放牧地 

面積   (㎡)

借 入 地 Ԛ  － － － － ԛ  － 

貸 付 地 － － － － － 

 
地 目 

 所 在 地 番 

登記簿 現況 

面 積 

(㎡) 
状況・理由 

使
用
収
益
権
を
有
す
る
土
地 

㕖耕作地 － － － － － － 

契約の種類 
土 地 ᒁ 渡 し
の 時 期 

ኻଔ、賃ᢱ等の額 

 ?当たりの額࡞࡯ࠕ10=
資金調達の方法 その他 

売⾈ ○年○月○日 
１，㧢５０，０００౞ 

=３００，０００? 現金㧦自Ꮖ資金 
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注１ ޟ自作地ޠ欄及びޟ貸付地ޠ欄には、現に耕作又は養畜の事業にଏされている߽の

の面積を記載すること。 

╩、欄には、現に耕作又は養畜の事業にଏされていない߽のについてޠ㕖耕作地ޟ ２  

条ઙࠄることか޽㨪でޟ、とに面積等を記載するとと߽に、その状況・理由としてߏ

ਇ利地で޽るޟ、ޠ賃借人○○が○年間耕作を放᫈しているޟ、ޠ㨪のた߼○年間ભ

耕ਛで޽るޠ等自ࠄの耕作又は養畜の事業にଏすることがで߈ないᣦを⹦⚦に記載す

ること。 

る場合はその許可年月日及び現在貸し付けている理由޽欄には、貸付地がޠ஻⠨ޟ  ３   

を記載すること。 

 

５  権利を取得しようとする者及びその世帯員等の大農ᯏౕ及びኅ畜の所有状況並びに農作

業に従事する者の状況（農地法第３条第２項第１号関係）           

(１)  作付(予定)作物及び作物೎の作付面積     

 田 

 

畑 樹園地 
採 草 

放牧地 

作付（予定）作物 ᳓Ⓑ － － － － － － － 

権利取得ᓟの面積   (㎡) 25,500        

 (２)  大農ᯏౕ又はኅ畜 

           種類 

ᢙ㊂ 

   ࡦࠗࡃࡦࠦ 田ᬀᯏ ࡯࠲ࠢ࡜࠻

⏕଻している߽の 所 有 

 ࠬ࡯࡝

３０㧼㧿 １บ 

 

㧢条 ２บ 

 

㧢条 １บ 

 

  

所  有 

ዉ入予定の߽の 

 ࠬ࡯࡝

（資金➅りについて） 

     

  

(３)  農作業に従事する者の状況 

 る場合には、その者の農作業経㛎等の状況޽権利を取得しようとする者が୘人で  ࠕ   

       農作業ᱧ  年、農業ᛛⴚୃ学ᱧ  年、その他（        ） 

 

農地面積計(㎡) 採草放牧地面積計  (㎡) 経営地面積合計  (㎡)

経営地合計 
Ԝ㧩①㧗Ԛ 

２０，０００ 

ԝ㧩②㧗ԛ 

－ 

Ԝ㧗ԝ 

２０，０００

஻   ⠨ 
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ࠗ 世帯員等その他Ᏹ時㓹用しているഭ௛ജ（人） 

現在㧦    ５人（農作業経㛎の状況㧦２０年以上の農作業経㛎޽り（᳓Ⓑ）） 

Ⴧ員予定㧦 なし（農作業経㛎の状況㧦            ） 

࠙ ⥃時㓹用ഭ௛ജ（年間ᑧ人ᢙ） 

現在㧦   ２人（農作業経㛎の状況㧦ᧂ定（収ⓠ時にᲤ年൐㓸）） 

    Ⴧ員予定㧦 なし（農作業経㛎の状況㧦            ） 

の୘人として権利を取得しようとする者、ࠗの世帯員等その他Ᏹ時㓹用しているࠕ  ࠛ

ഭ௛者及び࠙の⥃時㓹用ഭ௛者の住所地、᜚ὐとなる場所等かࠄ権利を設定し、又は

移転しようとする土地までの平ဋ〒㔌又は時間  

   ○○事務所かࠄᓤᱠで約１５ಽ 

 

  注１ ޟ大農ᯏౕޠとは࡯࠲ࠢ࡜࠻、耕ㆇᯏ、自⿛式の田ᬀᯏ、ࠦࡦࠗࡃࡦ等を、ޟኅ畜ޠ

とは‐、⽋、㢚等をいう。                                                 

２ ዉ入予定の߽のについては、自Ꮖ資金、金Ⲣᯏ関かࠄの借入れ（Ⲣ資を受けࠄれる

ことが⏕ታな߽のに㒢る。）等資金➅りについて߽記載すること。  

               

㧢  ା託のᒁ受け該当の有ή（農地法第３条第２項第３号関係）    

ା託のᒁ受けによる権利の取得  有 

 注 該当する߽のを○で࿐むこと。                                               

 

㧣 権利を取得しようとする者又はその世帯員等が行う耕作又は養畜の事業にᔅⷐな農作業

߳の従事状況（農地法第３条第２項第４号関係） 

(１) その行う耕作又は養畜の事業にᔅⷐな農作業߳Ᏹ時従事している者の氏名 

(２)  年㦂                                                                       

(３)  主な職業                                                          

(４)  権利取得者との関係                                                

(５)  その者の農作業߳の従事状況 

 
１ 
月 

２ 
月 

３ 
月 

４ 
月 

５ 
月 

㧢 
月 

㧣 
月 

㧤 
月 

㧥 
月 

10 
月 

11
月 

1� 
月 

その行う耕作又は 
養畜の事業にᔅⷐ 
な農作業の期間 

            

その者が農作業に 
Ᏹ時従事する期間 

            

その者が農作業に 
Ᏹ時従事する年間 
日ᢙ 

                         

    日 

ή 
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注１  該当する期間（ታ❣又は⷗ㄟߺ）をޟφψޠで示すこと。 

᠞種、ᣉ、ࠎ欄には、ᔅⷐな農作業（耕うޠその者が農作業にᏱ時従事する期間ޟ ２

⢈、ಿ取り等）にいつで߽従事で߈る状ᘒに޽る期間を示すこと。       

          

㧤 権利を取得しようとする者又はその世帯員等の権利取得ᓟにおける経営面積の状況（․

଀）（農地法第３条第２項第５号関係）   

次の事項のいߕれかに該当する場合は、該当する߽のに࡟ශを付すこと。  

れる߽ࠊ権利の取得ᓟにおける耕作の事業は、草⧎等のᩱၭでその経営が㓸約的に行 غغغغ

ので޽る。                                                                      

農地又は採草放牧地のߊߠに基ࠎߖߞ޽権利を取得しようとする者が、農業委員会の غغغغ  

੤឵によりその権利を取得しようとする߽ので޽り、かつ、その੤឵の⋧ᚻ方の耕作の

事業にଏす߈ߴ農地の面積の合計又は耕作⧯しߊは養畜の事業にଏす߈ߴ採草放牧地の

面積の合計が、その੤឵による権利の移転の⚿ᨐ所ⷐの面積を下ࠄない߽ので޽る。   

てこれに㓞ធする農地又ߺࠄᧄઙ権利の設定又は移転は、その૏⟎、面積、ᒻ状等か غغغغ  

は採草放牧地と一૕として利用しなけれ߫利用することが࿎㔍と⹺ࠄ߼れる農地又は採

草放牧地につ߈、当該㓞ធする農地又は採草放牧地を現に耕作又は養畜の事業にଏして

いる者が権利を取得する߽ので޽る。         

  注１ 農地法ᣉ行઎第㧢条第１項第１号又は第２項ฦ号に該当する法人は記載ਇⷐ 

た面積߼し、農業委員会が೎に定ߛとする。た࡞࡯࠲ࠢࡋとは、２ޠ所ⷐの面積ޟ ２   

が޽る場合は、当該面積とする。                                            

   

㧥 転貸が⹺ࠄ߼れる場合߳の該当の有ή（農地法第３条第２項第㧢号関係）            

農地又は採草放牧地につ߈所有権以外の権ේに基ߠいて耕作又は養畜の事業を行う者 

（以下ޟ賃借人等ޠという。）が、その土地を貸し付け、又は質入れしようとする場合（転

貸する場合）には、次の事項のうߜ該当する߽のに࡟ශを付すこと。                  

賃借人等又はその世帯員等のᱫ੢等によりその土地について耕作、採草又はኅ畜の放 غغغغ  

牧をすることがで߈ないた߼一時貸し付けようとする場合で޽る。                  

              。る޽賃借人等がその土地をその世帯員等に貸し付けようとする場合で غغغغ

農地଻有合理化法人又は農地利用㓸積౞Ṗ化࿅૕がその土地を農地売⾈等事業のታᣉ غغغغ  

により貸し付けようとする場合で޽る。                                            

その土地を᳓田ⵣ作（田においてⒷをㅢᏱᩱၭする期間以外の期間Ⓑ以外の作物をᩱ غغغغ  

ၭすることをいう。）の目的にଏするた߼貸し付けようとする場合で޽る。         

   （表作の作付内容㧦     、ⵣ作の作付内容㧦     ）                      

る᭴成員がその土地をその法人に貸し付けようとする޽農業生産法人のᏱ時従事者で غغغغ  

場合で޽る。     
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10 ๟ㄝ地ၞとの関係（農地法第３条第２項第㧣号関係）                                

  権利を取得しようとする者又はその世帯員等の権利取得ᓟにおける耕作又は養畜の事業

が、権利を設定し、又は移転しようとする農地又は採草放牧地の๟ㄝの農地又は採草放牧

地の農業上の利用に及߷すᓇ㗀を⏕⹺するた߼、次の事項のうߜ該当する߽のを○で࿐む

こと。 

(１) 地ၞの᳓利調ᢛ߳のෳട㧦 ෳട  ਇෳട  該当なし 

(２)  農⮎の使用状ᘒ㧦 農⮎使用  ᷫ農⮎  ή農⮎ 

(３) 地ၞの౒同㒐㒰ᵴേ߳のෳട㧦  ෳട  ਇෳട  該当なし 

(４)  ㆮવሶ⚵឵߃作物のᩱၭ予定㧦 ޽り  なし 

(５) ５の作付（予定）作物のᩱၭ㧦 ㅪ作  一ㇱㅪ作  ベ作 

(㧢) (５)で、ㅪ作又は一ㇱㅪ作に○を付した場合には、当該農地及び๟ㄝ農地߳の土ფ

㓚ኂ等のᓇ㗀を࿁ㆱする方法について記載すること。 

 
   ᳓Ⓑ作によりㅪ作㓚ኂはお߈ない。 
 
 
 

(㧣) この権利移転に関して、๟ㄝ農ኅ等との⹤し合いをした事項又は⹤し合いをする予

定の事項について、その内容を記載すること。 

 
   ᳓利調ᢛ߿౒同㒐㒰について地ၞ農業者とㅪ៤を࿑るた߼、関係農事⚵合と調ᢛ 

 ߺᷣ
 

 

（記載ⷐ㗔） 

１ 申請者の氏名（法人にߞ޽ては、代表者の氏名）の記載を自⟑する場合は、᛼ශを⋭

⇛することがで߈ること。                                                  

  ２ 法人の場合は、定᱅又はነ㒝行ὑの౮し及び法人の登記事項⸽᣿書をᷝ付すること。

たߛし、⁛┙行᡽法人及び地方౏౒࿅૕の場合にߞ޽ては、定᱅又はነ㒝行ὑの౮し及

び法人の登記事項⸽᣿書のᷝ付はਇⷐとする。 

３ 申請書は3ㇱឭ಴すること。たߛし、申請人が２人を⿥߃る場合は、その⿥߃る人ᢙ 

に⋧当するᢙの申請書をട߃ること。                                              

 ４ 権利を取得しようとする者が農業生産法人の場合は、೎⚕１をᷝ付すること。 

５ 農地法第３条第３項の規定により、農業生産法人以外の法人等が使用貸借又は賃貸借

の申請を行う場合は、೎⚕２をᷝ付すること。     

  㧢 申請の㓙には、許可を受けようとする土地の登記事項⸽᣿書（１ㇱ）をឭ಴するほか、 

次の表のᏀ欄にឝߍる場合には、それߙれ同表の当該ฝ欄にឝߍる書類又は࿑面をឭ಴ 

すること。 
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農業ද同⚵合又は農業ද同⚵合ㅪ合会が
経営委託により権利を取得すると߈。 

付表１ 経営委託に係る権利設定調書 
               （1ㇱ） 

許可申請地がା託⽷産のと߈。 
 

付表２ ା託⽷産に係る権利移転（設定）
調書                （1ㇱ） 

農地଻有合理化法人が農業生産法人に農
業経営基盤強化ଦㅴ法第４条第２項第３
号にឝߍる事業に係る現物಴資を行うた
 。߈所有権を移転すると߼

付表３ 農業生産法人߳の಴資・ᜬಽ譲
渡調書          (1ㇱ） 

 
 

所有権以外の権ේに基ߠいて事業にଏさ
れている農地等につ߈、その者以外の者が
所有権を取得しようとすると߈。 

付表４ 貸借権等に基߈ߠ事業にଏされ
ている農地等の権利移転調書 
             （1ㇱ） 

農業ද同⚵合又は農業ද同⚵合ㅪ合会が
使用貸借による権利又は賃貸借による権
利を取得すると߈。 

農業経営規⒟及び農ද法第11条の31第３
項又は第５項の規定によるᚻ⛯߈を⸽す
る書面                （1ㇱ） 

権利取得者が᥊ⷰᢛ஻ᯏ᭴で޽ると߈。 ᥊ⷰ法第��条第２項の規定により市町᧛
長のᜰ定を受けたことを⸽する書面  
                        （1ㇱ） 

න⁛申請をすると߈。 
್᳿書、⹺⻌調書、ⵙ್上の和⸃調書、
ኅ事ክ್書、ኅ事調஗調書、᳃事調஗調
書（್᳿書又はክ್書にߞ޽ては、್᳿
⏕定⸽᣿又はክ್⏕定⸽᣿がᷝ付されて
いる߽のに㒢る。）、┹売調書、౏売調
書又はㆮ⸒書、ㆮ⸒ᬌ⹺書、ㆮ⸒౏ᱜ⸽
書⧯しߊはㆮ⸒⏕⹺書の⻑ᧄ   （１
ㇱ） 
                             

一╩の土地の一ㇱについて権利移転（設
定）しようとすると߈。 

その土地の․定にᔅⷐなታ᷹࿑ （４ㇱ（
申請人が２人を⿥߃る場合は、その⿥߃
る人ᢙに⋧当するᢙをട߃たㇱᢙ）） 

賃借権⧯しߊは使用貸借による権利を譲
渡し、又は転貸しようとすると߈。 

所有者のᛚ⻌書           （１ㇱ） 
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② 次に、別紙１についても記入します。 

 

೎⚕１ 

農業生産法人としての事業等の状況（農地法第２条第３項関係） 

１－(１)  事業の種類 

農                               業 

඙ ಽ 

生産する農畜産物 関ㅪ事業等の内容 

Ꮐの農業に該
当しない事業
の 内 容 

現 在 
（ታ❣又は⷗ㄟߺ） 

 の⵾ㅧ 農業ᛛⴚのᛛ⢻⻠⠌ࡦࡄ☳☨ ☨

権利取得ᓟ（予定） 同上 同上 同上 

１－(２)  売上㜞                       （ජ౞）     

年       度 農 業 
Ꮐ の 農 業 に 該 

当 し な い 事 業 

３年೨の年度（ታ❣） 
 

㧢，㧣００ 

 

２００ 

೨ ޘ 年 度 （ ታ ❣ ） 
 

㧢，㧤００ 

 

２００ 

೨ 年 度 （ ታ ❣ ） 
 

㧣，２００ 

 

２００ 

申請日のዻする年度 
（ታ❣又は⷗ㄟߺ） 

 

㧣，㧤００ 

 

２００ 

⠉ 年 度 （ ⷗ ㄟ ߺ ） 
 

㧣，㧥００ 

 

２００ 

⠉ޘ年度（⷗ㄟߺ） 
 

㧣，㧥００ 

 

２００ 

注１ (１)－１ޟ 事業の種類ޠのޟ生産する農畜産物ޠ欄には、法人の生産する農畜産

物のうߜ、☻収益の�0࠻ࡦ࠮࡯ࡄを⿥߃ると⹺ࠄ߼れる߽のの名称を記載すること。 

なお、いߕれの農畜産物の☻収益߽�0࠻ࡦ࠮࡯ࡄを⿥߃ない場合には、☻収益のᄙ

い߽のかࠄ㗅に３つの農畜産物の名称を記載すること。 

      。る事業をいうߍとは、次にឝޠ関ㅪ事業等ޟのޠ事業の種類 (１)－１ޟ ２    

    (１)  耕作又は養畜の事業に関ㅪする次にឝߍる事業 

 農畜産物をේᢱ又は᧚ᢱとして使用する⵾ㅧ又はടᎿ ࠕ       

       ࠗ 農畜産物の⾂⬿、ㆇ៝又は販売 

       ࠙ 農業生産にᔅⷐな資᧚の⵾ㅧ 

ࠛ 農作業の受託 

         ࠝ 農᧛ṛ在ဳ૛ᥜᵴേに利用されるᣉ設の設⟎及びㆇ営並びに農᧛ṛ在ဳ૛ᥜ
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ᵴേを行う者をኋᴱさߖること等農᧛ṛ在ဳ૛ᥜᵴേにᔅⷐなᓎ務のឭଏ 

    (２)  農業と૬ߖ行うᨋ業 

      (３)  農事⚵合法人が行う౒同利用ᣉ設の設⟎又は農作業の౒同化に関する事業 

欄には、法人の行う耕作又は養畜の事業及び関ㅪޠ農業ޟのޠ売上㜞 (２)－１ޟ ３  

事業等の売上㜞の合計を記載し、それ以外の事業の売上㜞については、ޟᏀの農業に

該当しない事業ޠ欄に記載すること。 

▚までの欄には、その法人の᳿ޠ೨年度（ታ❣）ޟࠄかޠ３年೨の年度（ታ❣）ޟ      

が⏕定している事業年度の売上㜞の許可申請೨３事業年度ಽをそれߙれ記載し（ታ❣

のない場合にはⓨ欄）、ޟ申請日のዻする年度（ታ❣又は⷗ㄟߺ）ޠかޟࠄ⠉ޘ年度

（⷗ㄟߺ）ޠまでの欄には、権利を取得しようとする農地等を耕作又は養畜の事業に

ଏすることとなる日を含む事業年度をೋ年度とする３事業年度ಽの売上㜞の⷗ㄟߺを

それߙれ記載すること。 

 

２ ᭴成員すߴての状況 

(１)  農業関係者（権利ឭଏ者、Ᏹ時従事者、農作業委託者、農地଻有合理化法人、地方

౏౒࿅૕、農ද、ᛩ資౞Ṗ化法に基ߊߠᛚ⹺会社等） 

᭴成員が୘人の場合は次のいߕれかの状況 

農地等のឭଏ面積 

(㎡) 

農業߳の従事状況 

(年 ▎月) 

 

氏 名 又 は 

名 称 

 

⼏ ᳿ 権 

の ᢙ 

権利の種類 面  積 ⋥ㄭታ❣ ⷗ㄟߺ 

農作業委 

託の内容 

×× ×× 

ٌٌ ٌٌ 

 غغ غغ

４０ 

３０ 

２０ 

 

所有権 

 

 

10,000 

 

１２▎月 １２▎月  

 

耕⿠・代か߈・田ᬀ及びⒷಿり・⣕Ⓝ 

   
⼏᳿権の 
ᢙの合計 
 
農業関係 
者の⼏᳿ 
権のഀ合 

その法人が農業（ഭ務▤理、市場㐿ᜏ等を含む。）を行う期間㧦年１２▎月 

  注１ 農業法人にኻするᛩ資の౞Ṗ化に関する․೎ភ⟎法第５条に規定するᛚ⹺会社が法 

人の᭴成員に含まれる場合には、ޟ氏名又は名称ޠ欄にはそのᛚ⹺会社の株主の氏名 

又は名称を、ޟ⼏᳿権のᢙޠ欄には株主ߏとの⼏᳿権のᢙを記載すること。 

ⶄᢙのᛚ⹺会社が᭴成員となߞている法人にߞ޽ては、ᛚ⹺会社ߏとに඙ಽして株 

   主の状況を記載すること。 

 欄には、その法人が農業（ഭ務▤理、市場㐿ᜏ等を含む。）ޠ農業߳の従事状況ޟ  ２   

を行う期間のうߜその者が当該事業にෳ↹及び関ਈをしている期間を記載すること。 

１００ 

㧥㧛１０ 



 3�

    ３ 次の書類をᷝ付すること。 

   (１)  ⚵合員名簿又は株主名簿の౮し 

     (２)  農業法人にኻするᛩ資の౞Ṗ化に関する․೎ភ⟎法に基ߊߠᛚ⹺会社が᭴成員

で޽る場合には、当該ᛚ⹺会社で޽ることを⸽する書面及びその᭴成員の株主名

簿の౮し（その有する⼏᳿権を記載した߽の）     

 (２)  関ㅪ事業者（法人かࠄ物資のଏ⛎又はᓎ務のឭଏを受けている者等） 

氏 名 又 は 

名 称 

⼏ ᳿ 権 

の ᢙ 

取ᒁ関係等の内容（法人とのㅪ៤について農໡Ꮏㅪ៤法等

の法ᓞに基ߊߠ⹺定を受けた場合は、法ᓞの名称、当該⹺

定を受けた年月日、⹺定計↹の期間ḩੌ日及び取ᒁ関係等

の内容） 

（株）１０ ڏڏ 販売వ 

 

⼏᳿権の 
ᢙの合計 

 
農業関係 
者の⼏᳿ 
権のഀ合 

注１ （２）の場合にߞ޽ては、その法人とその᭴成員との間で✦⚿された契約書の౮し

等その᭴成員が関ㅪ事業者で޽ることを⸽する書面をᷝ付すること。 

、ޠ生産物を⾼入している㘩ຠ会社ࠄ法人かޟ、߫߃欄には、଀ޠ取ᒁ関係等の内容ޟ ２  

ていߞ法人と․許権のኾ用ታᣉ権の設定を行ޟ、ޠ法人に⢈ᢱを販売する⢈ᢱ会社ޟ

る種⧣会社ޠ等と記載すること。 

とは、㘩ຠᵹㅢ᭴ㅧᡷༀଦㅴ法、ਛ小ડ業ޠ⹺定ߊߠ農໡Ꮏㅪ៤法等の法ᓞに基ޟ ３   

者と農ᨋṪ業者とのㅪ៤による事業ᵴേのଦㅴに関する法ᓞ、農ᨋṪ業有ᯏ物資Ḯの

Άᢱのේ᧚ᢱとしての利用のଦㅴに関する法ᓞ、☨Ⓝのᣂ用ㅜ߳の利用のଦㅴࠝࠗࡃ

に関する法ᓞのいߕれかに基ߊߠ⹺定をいう。 

４  農໡Ꮏㅪ៤法等の法ᓞに基ߊߠ⹺定を受けた場合には、いߕれかの⹺定を受けたこ

とを⸽する書面の౮しをᷝ付すること。 

５ 関ㅪ事業者が、⹺定農業者で޽る農業生産法人が作成した農業経営ᡷༀ計↹に従ߞ

て当該農業生産法人にኻし಴資している場合には、当該農業生産法人の農業経営ᡷༀ

計↹の౮しをᷝ付すること。 

 

 

 

 

１００ 

１㧛１０ 
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３ 理事、取✦ᓎ及び業務をၫ行するᓎ員の状況 

(１)  農業（ഭ務▤理、市場㐿ᜏ等を含む。）߳の従事状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 ޟ農業߳の従事状況ޠ欄には、その法人が農業（ഭ務▤理、市場㐿ᜏ等を含む。）を

行う期間のうߜその者が当該事業にෳ↹及び関ਈをしている期間を記載すること。 

その法人が農業（ഭ務▤理、市場㐿ᜏ等を含む。）を行う期間㧦年１２▎月 

欄に有ると記載された理事、取✦ᓎ又は業務をၫ行すޠ農作業߳のᏱ時従事の有ήޟ (２)

るᓎ員の農作業߳の従事状況 

 
１ 
月 

２ 
月 

３ 
月 

４ 
月 

５ 
月 

㧢 
月 

㧣 
月 

㧤 
月 

㧥 
月 

10 
月 

11
月 

1� 
月 

その行う耕作又は 
養畜の事業にᔅⷐ 
な農作業の期間 

      ᳓

Ⓑ 

     

その者が農作業に 
Ᏹ時従事する期間 

            

その者が農作業に 
Ᏹ時従事する年間 
日ᢙ 

                          

   ○○日 

注１ 該当する期間をᓎ員等ߏとに、⋥ㄭታ❣はޠ      ޟ、⷗ㄟはޠ     ޟ

で示すこと。 

᠞種、ᣉ、ࠎ欄には、ᔅⷐな農作業（耕うޠその者が農作業にᏱ時従事する期間ޟ ２

⢈、ಿ取り等）にいつで߽従事で߈る状ᘒに޽る期間を示すこと。 

（⇐ᗧ事項）                                                                 

  農業生産法人が、ᡰᐫ、ᡰ所、ಽ場等の所在地において耕作又は養畜の事業を行うた߼、

農地又は採草放牧地に係る権利を取得しようとする場合には、申請書の４及び５のฦ事項

について、法人ో૕に関する߽ののほか、ᡰᐫ、ᡰ所、ಽ場等における該当事項について

߽記載すること。 

 

 

以上で申請書の記入は終わりです。 

 
農業߳の従事状況（▎月） 

 農作業߳のᏱ時従事

の有ή 

 

氏  名 

 

住    所 ᓎ  職 

⋥ㄭታ❣ ⷗ㄟߺ ⋥ㄭታ❣ ⷗ㄟߺ 

×× ×× ○○市××町 

××番地 

代表取✦ᓎ １２▎月 １２▎月 有 有 
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③ 申請書には、農業委員会又は都道府県知事が許可等の判断を行うために必要な書類

を添付することになっています。 

 

   農業生産法人が申請する場合、 

  ・許可を受けようとする土地の、法務局で交付される登記事項証明書（全部事項証

明書に限ります。） 

  ・定款又は寄附行為の写し 

  ・法人形態が農事組合法人の場合、組合員名簿の写し 

  ・法人形態が株式会社の場合、株主名簿の写し 

  ・投資円滑化法に基づく承認会社が構成員になっている場合、農林水産大臣の承認

通知の写しなど承認会社であることを証明する書面及びその会社の株主名簿の写

し 

  ・関連事業者がいる場合、農業生産法人が生産した農作物の購入についての契約書

の写しなど、農業生産法人と関連事業者との関係を証明する書面 

  ・連署しないで許可申請を行う場合、競売を執行する裁判所で交付される入札調書

の写しなど、単独申請ができるものであることを証明する書面 

  ・その他、許可の判断をするに当たって必要不可欠と農業委員会又は都道府県知事

が判断した書類を求めることがあります。 

    事前に、まずは農業委員会にご相談ください。 

 

 （参考）そのそのそのその他他他他のののの添付書類添付書類添付書類添付書類のののの例例例例 

     営農計画書 

     損益計算書の写し 

     総会議事録の写し 

     申請者が権利を有する農地の位置図 

     通作経路図 

     農地のある市町村の農業委員会が発行する耕作証明書 

     など 

 

 

 

 

  

 

 


